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Topics

　９
月
定
例
会
に
お
い
て
、「
坂
井
市
議

会
の
議
員
の
定
数
を
定
め
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
」
が
発

議
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
条
例
改
正
案
は
、

こ
れ
ま
で
の
議
会
改
革
特
別
委
員
会
な

ど
で
の
審
議
を
経
て
、
現
行
の
26
人
か

ら
２
人
削
減
し
た
24
人
を
定
数
と
す
る

内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
本
会
議
で
の

採
決
の
結
果
、
賛
成
19
名
と
反
対
５
名

で
条
例
改
正
案
は
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
令
和
４
年
４
月
に
予
定
さ

れ
て
い
る
市
議
会
議
員
選
挙

か
ら
、
議
員
定
数
は
24
人
と

な
り
ま
す
。

　ま
た
、
併
せ
て
「
坂
井
市

の
議
会
の
議
員
及
び
長
の
選

挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
の
公

費
負
担
に
関
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て
」
が
理
事
者
か

ら
提
出
さ
れ
、
全
員
賛
成
で

可
決
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
選
挙
に
お
け
る
選
挙

運
動
用
自
動
車
の
使
用
や
、

ビ
ラ
、
ポ
ス
タ
ー
の
作
成
に
要
す
る
費

用
の
一
部
を
公
費
で
負
担
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
り
、
選
挙
に
お
け
る
候
補
者

の
立
候
補
に
係
る
環
境
の
改
善
、
つ
ま

り
立
候
補
が
し
や
す
く
な
る
よ
う
制
度

が
整
え
ら
れ
ま
す
。
な
お
、
こ
の
条
例

は
本
市
以
外
の
県
内
全
て
の
市
に
お
い

て
、
既
に
制
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　今
後
の
議
会
改
革
特
別
委
員
会
で
は
、

残
り
の
検
討
項
目
に
つ
い
て
、
引
き
続

き
審
議
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

議員定数
➡次回の選挙から24人に減員

議員報酬
➡現状維持の方向で審議中

政務活動費
➡現状維持の方向で審議中

選挙公営
➡次回の選挙から導入

行政視察旅費
➡現状維持の方向で審議中
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削
減
！

削
減
！

議
員
定
数
を

議
員
定
数
を

検討項目

確
定

確
定

24人に
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議
案

討
論

採
決

地区区長会の全体会議と４会場での意見交換会、12
回の委員会で議論は充分に行われたと思う。また、
全員協議会にて削減の賛否・削減数を確認し、類似
する24市の平均22.9人よりも多い24人に決した
ことは一定の評価をする。審議中に確認された要望
書や意見を真摯に受け止め、市民の声を吸い上げる
仕組みづくりやスキルアップに努め、信頼される坂
井市議会づくりをすることが重要である。

前田 嘉彦 議員 賛成
多数の議員が削減を判断したとしても、何人の議員
が妥当なのかを議論しないまま、投票で決着を図る
決め方はあまりにも乱暴。類似団体の平均値と比較
することは科学的な接近の仕方とは思われず、より
議会の権能を発揮させるにはどれだけの議員の数が
確保されるべきか、多様な角度から議論すべきであ
る。科学的裏付けや慎重な審議の一切を省いたやり
方は妥当ではないため撤回されるべきだ。

松本 朗 議員反対

自治体はコロナ禍への対応を始め、様々な分野で喫
緊の課題に迫られており、本市でも人口減少や北陸
新幹線の延伸といった問題がある。各種課題への対
策をするため、逆に議員の数を増やしてでも対応す
べきだと思う。また、人口減と財政悪化で定数を減
らす自治体に魅力があるだろうか。今一度考え直し、
市民の暮らしと命を守るため、多様な角度からより
多くの議員で坂井市を考えることを願う。

川畑 孝治 議員 反対
本市は合併時には法律の定める法定定数上限の30人
であったが、県内で最も規模の近い越前市は合併時
から22人であり、民間による議会改革のランキング
では県内１位を維持している。そういうこともあ
り、私以外にも４人減という意見を持ってる議員も
いたが、定数減に反対・現状維持という市民の意見
を十分に踏まえて配慮し、４人減から２人減という
考えに変えさせていただいた。

伊藤 聖一 議員賛成

区長会の意向、類似団体の議員定数などを考慮する
と、定数の削減は避けて通れないものであると考え
る。ただし、定数を削減した場合、民意の反映が遠
のいたり、地域によっては広範囲で議員が不在に
なったりするという懸念も理解できる。しかし、そ
れは議員一人一人がその質を高め、民意を効果的に
反映できるよう研鑽を積み重ねていくことによって
克服できるものと考えている。

辻 人志 議員 賛成
本市は人口減少や少子高齢化の進展に歯止めがか
かっていない状態であり、これからさらに進んでい
くと予想されている。将来の財政状況やコロナ禍に
よる先行き不透明な状況の中、今こそ我々議員とし
て身を切る改革が強く必要だと感じている。今後も
我々は常に明日の坂井市を考え、10年・20年先の
未来の市のあり方をしっかりと見据え、行動してい
くことが必要不可欠だと認識している。

渡辺 竜彦 議員賛成

他市の事例を参考にするなら、本市なら21～24人
でできると考えるが、削減反対の方の思いも理解で
きるため、2人減が妥当であると私も結論を出し
た。定数が何人であろうと真剣に市民の声を吸い上
げて行政に反映させてほしいというのが私が聞いた
限りの市民の声であったため、しっかりとそれを踏
まえ、自身もしっかりとした挑戦をしながら、市民
の役に立てるような議会でありたいと考える。

賛成
議員が少なくなっても市民の声を届けられる議会に
していきたいという意見があったが、ある地域の区
長会長からは、削減には反対だがどうして議会はど
んどん議決していってしまうのか、という声も聞い
ており、26人いてもまだ地域の声が吸い上がらない
のに、24人になったらますますできなくなると考え
る。そういうことを踏まえて、地域の声をもっと
もっと拾い上げることが大切である。

畑野 麻美子 議員反対

発議第７号
坂井市議会の議員の定数を定める条例の一部を改正する条例について

賛成 19名：反対 5名
※ 各議員の賛否は9ページの定例会審議結果に記載

※ 発言順で記載

次のページにこれまでの審議経緯を時系列順に掲載しています。

永井 純一 議員

可 決

市議会だより市議会だより
坂井坂井
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これまでの審議経緯について
令
和
２
年
11
月
　
複
数
の
区
長
会
か
ら
議
員
定
数
削
減
に
関
す
る
要
望
書
が
提
出
さ
れ
る

　
　
　
　
12
月
　
12
月
定
例
会
に
て
議
会
改
革
特
別
委
員
会
を
設
置

令
和
３
年
１
月
　
第
１
回
議
会
改
革
特
別
委
員
会
　（
主
な
内
容
：
検
討
項
目
の
設
定
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
）

　
　
　   
２
月
　
第
２
回
　
　
〃 

（
主
な
内
容
：
人
口
規
模
類
似
市
と
の
比
較
、
議
員
定
数)

　
　
　
　
　
　
　
第
３
回
　
　
〃 

（
主
な
内
容
：
要
望
書
提
出
区
長
会
か
ら
の
意
見
聴
取
結
果
、
検
討
項
目
）

　
　
　
　
３
月
　
第
４
回
　
　
〃 

（
主
な
内
容
：
要
望
書
提
出
区
長
会
か
ら
の
意
見
聴
取
結
果
、
検
討
項
目
）

　
　
　
　
４
月
　
第
５
回
　
　
〃 

（
主
な
内
容
：
県
内
の
選
挙
公
営
の
状
況
、
検
討
項
目
）

　
　
　
　
　
　
　
第
６
回
　
　
〃 

（
主
な
内
容
：
選
挙
公
営
の
条
例
制
定
、
議
員
定
数
）

　
　
　
　
５
月
　
全
員
協
議
会
で
全
議
員
に
対
し
て
審
議
経
過
を
報
告

　
　
　
　
　
　
　
第
７
回
　
　
〃 

（
主
な
内
容
：
全
議
員
の
意
見
集
約
、
市
民
と
の
意
見
交
換
会
の
準
備
）

　
　
　
　
　
　
　
区
長
会
か
ら
議
員
定
数
維
持
に
関
す
る
陳
情
書
が
提
出
さ
れ
る

　
　
　
　
６
月
　
第
８
回
　
　
〃 
（
主
な
内
容
：
陳
情
書
、
市
民
と
の
意
見
交
換
会
の
準
備
）

　
　
　
　
７
月
　
議
会
改
革
に
と
も
な
う
市
民
と
の
意
見
交
換
会
を
市
内
４
会
場
で
開
催

　
　
　
　
　
　
　(

高
椋
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
三
国
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
坂
井
市
役
所
、
春
江
西
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　
　
８
月
　
第
９
回
議
会
改
革
特
別
委
員
会
　（
主
な
内
容
：
市
民
と
の
意
見
交
換
会
の
総
括
、
議
員
定
数
）

　
　
　
　
　
　
　
第
10
回
　
　
〃 

（
主
な
内
容
：
市
民
と
の
意
見
交
換
会
の
総
括
）

　
　
　
　
　
　
　
第
11
回
　
　
〃 

（
主
な
内
容
：
議
員
定
数
（
特
別
委
員
会
と
し
て
議
員
定
数
を
削
減
す
る
こ
と
に
決
定
））

　
　
　
　
９
月
　
市
民
団
体
よ
り
「
議
員
定
数
削
減
を
し
な
い
よ
う
求
め
る
請
願
」
が
提
出
さ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
第
12
回
　
　
〃 

（
主
な
内
容
：
請
願
審
査
）

　
　
　
　
　
　
　
全
員
協
議
会
に
て
議
員
定
数
の
削
減
を
賛
成
多
数
で
決
定
（
削
減
人
数
は
２
人
）

　
　
　
　
　
　
　
請
願
第
２
号
「
議
員
定
数
削
減
を
し
な
い
よ
う
求
め
る
請
願
」
を
反
対
多
数
で
否
決

　
　
　
　
　
　
　
発
議
第
７
号
「
坂
井
市
議
会
議
員
の
定
数
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
」
を
賛
成
多
数
で
可
決

参考資料：人口規模類似市（人口が 9～10万人の市）との比較
議員定数（人） 平均値22.9人
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摩
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島
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花
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佐
久
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長
野
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）

議員1人あたりの可住地面積（㎢） 平均値600㎢
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栃
木
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）
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決算特別委員会を設置
　委員会では、予算が適正かつ効率的に執行されたか、また、今後の行財政運営においてどのような改善工夫を

すべきかなどに着眼し、「令和２年度坂井市一般会計」他６会計の決算審査を行いました。

【委員】

※審査結果は次号でお知らせします。

【審査日程】

渡辺　竜彦（委員長）　　 三宅小百合（副委員長）

山田　秀樹　　近藤　哲行　　川端　精治

上坂　健司　　戸板　　進　　吉川　貞明

佐藤　寛治　　松本　　朗　　前田　嘉彦

橋本　充雄

月　日

９ 月 ３ 日  （金） 設　　置

所管審査

所管審査

所管審査

意見整理

意見整理

講　　評

1 0月 １ 日  （金）

1 0月 ４ 日  （月）

1 0月 ６ 日  （水）

1 0月 2 2日  （金）

1 1月 ４ 日  （木）

1 1月 1 1日  （木）

審査区分

さかい男女共同参画ネットワークと意見交換をしました

　市議会では10月5日、さかい男女共同参画ネットワー
クと意見交換を行いました。
　全体会のあと２班に分かれて、「女性の政治参画」「男女
共同参画センターの活用」「あらゆる場における男女共同
参画」の３つのテーマについて、ネットワークの取り組み
の説明を受けた後、活発な意見交換を行いました。
　最重要テーマである女性の政治参画については、女性議
員を増やすために、まずは地域や家庭の意識改革が必要で

あり、議会側も女性が家事や子育てをしながら議員活動が
できるような仕組みを構築することが求められるなどの
意見が出ました。
　男女共同参画センターの利用促進を図るための設置条例
の制定や、女性の参加割合の高い事業に男性の参加を促進
するための啓発など、今後議会においても男女共同参画に
ついての議論を深めていくことが、市における男女共同参
画社会の推進につながっていくと考えます。

Topics

市議会だより市議会だより
坂井坂井
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総

主な質疑内容

  総 務 部

　国際交流センターを設置し、どういった活動
をしていくのか。
　当面は現在のインターナショナルさかいが行

っている交流や日本語教室などを中心に活動し

ていき、今後は他の事業も検討していく。

　９月にデジタル庁が発足し、行政運営もこれ

までと違った新しい価値観が必要ではないかと

考えるが、今後の職員の人材育成の方向性は。

　情報部門の担当職員だけでなく、全ての職員

を対象に、さまざまなデジタルに関する研修な

どへの参加を促すとともに、デジタル技術に関

する知識や実践的なスキルを身につけ、それぞ

れの実務に活かせるよう人材育成を進めてい

く。

  総合政策部

　庁内のＩＣＴ化の推進と窓口業務のキャッシ

ュレス化推進について、キャッシュレス機器の

導入の詳細は。

　本庁および各支所の計４カ所の窓口業務にお

けるキャッシュレスを進めるために機器を導入

するもので、来庁者の利便性の向上や職員の業

務負担軽減に取り組んでいく。

　キャッシュレス決済が本当に必要なことなの

か。そこに費用をかける必要があるのか。

　費用に関しては増えることになるが、デジタ

ル化が進んでいる中で、デジタル化による利便

性の向上や来庁者のニーズを勘案すると、窓口

の支払いをキャッシュレス化することは意味の

あるものだと考えている。

　竹田地区活性化事業の中で独自の地域通貨シ

ステムを構築するとあるが、通貨の使用は竹田

地区に限られているのか。

　子どもたちにお仕事体験を行ってもらい、給

料のような形で地域通貨を渡すことを考えてい

る。地域通貨は竹田地区で連携している店舗で

使えるように計画している。

陳　　　情

＜主な意見＞

○地方財政、社会保障の意義、重要性を直接政

府や国会に伝えるべきである。

〇昨今の財政事情から、財政の強化充実を求め

るべきである。

☆発議第５号にて陳情をもとに意見書を提出。

務 常 任 委 員 会 報 告

▲ 竹田地区の次世代コミュニティモデル事業

地方財政の充実・強化を求
める意見書採択について

採択陳情第２号
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問

問

答

問

答

問

答

主な質疑内容

  三国病院

　令和２年度の入院の状況はどうか。
　入院の経路は外来、救急、紹介の３つで、当

院は、外来からの入院が多数を占める。救急搬

送は一般的に30％から40％、場合により半分

ぐらいが入院になる傾向がある。紹介からの入

院を増やしていくことが病床利用率を安定させ

ていくための大きな原動力になると考え、地域

連携室の強化に努めている。

  教育委員会

　ヤングケアラーの現状はどうか。

　市内小中学校で家庭に関する悩み調査を実施

したところ、家庭や家族のことで相談したい子

どもはいたが、ヤングケアラーと言われる大人

が担うような家事を行い、やりたいことができ

ないなど、子ども自身の権利が守られていない

と思われる子どもはいない。

　三国運動公園野球場の照明設備改修工事費に

ついて、LED化によりどれくらい電気料が下

がり、照度が上がるのか。

　電気料については、試算を行っていないが、

改修後の電気使用量を算定し、利用料金の見直

しを行う。

　また、照度については、LED化後の比較では

約1.5倍から２倍に改善される予定であり、調

光の制御や設置の角度なども十分に調整する。

  生活環境部

　市内小学校で実施するストップ温暖化対策授

業は４年間で19校を回る計画となっているが、

発表した内容が他の学校でも分かるように環境

を整えるべきでは。

　　授業の報告書を、毎年、各小学校に配布して

周知するよう計画している。

  健康福祉部

　幼保園等施設管理運営事業においてタブレッ

ト端末を126台追加導入すると何人に１台と

なるのか。

　　現在の計画では、正職員とフルタイムの保育

士に１台ずつ、予備として各園に３～４台を設

置する予定である。

　障がい者・障がい児の卒業後の居場所や交流

の場所はどうか。

　　日中自由に利用できる交流の場として、丸岡

地区では「フリースペースきずな」、「はんだか

地域活動支援センター」、春江地区では「フリ

ースペースこむふく」がある。就労の支援では、

就労移行支援、就労継続支援A型・B型などの

サービスを提供している事業所が、坂井市とあ

わら市に20カ所ほどある。

　　今後も、魅力があり利用しやすい居場所のあ

り方については検討課題としていく。

▲ フリースペースこむふく（春江地区）

教 育 民 生 常 任 委 員 会 報 告
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市議会だより市議会だより
坂井坂井
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問

答

主な質疑内容

  建 設 部

　坂井市立地適正化計画を策定中だが、居住誘導
区域内の水害対策をどのように講じていくのか。
　水害対策は重要項目であることから、防災指

針の中での居住誘導区域内のハザード対応につ

いて検討していく。

　６月補正予算で計上された、道路除排雪機械

整備補助金および道路除排雪機械運転員養成補

助金の状況は。

　機械整備補助金は、更新が３台、増強が17

台の合計20台分、運転員養成補助金について

は、19人分を見込んでいる。

  産業政策部

　企業立地促進事業において、今後本市に進出

する企業の動きがあるのか。

　新設増設等を検討している企業の相談は何件

か受けており、近年、増加傾向にある。地元雇

用を含め交渉を進めていきたい。

　中小企業者等事業継続支援金の支給認定の条

件は。

　福井県の中小企業者等事業継続支援金と同じ

条件のもとに、県の支給対象となる市内の事業

者について、１事業者10万円を支給する事業

である。

　東尋坊再整備事業において、ブリッジ計画を

断念した経緯は。

　ブリッジの建設には巨額な財源が必要であ

り、その費用対効果などを総合的に判断した結

果、断念した。

　丸岡城周辺整備基本計画で明記されている丸

岡観光情報センター新設に関わる工事の総額と

財源の見通しは。

　工事総額は概ね９億円程度を想定しており、

財源については、国庫補助の活用や県補助金に

ついて、国や県と協議を行っている。

　ゆりの里公園の広場に大型遊具が設置された

が、設置後の入場者の状況は。

　遊具完成後の８月の入場者数は約21,600人

となっており、多くの家族連れが来場し賑わっ

ていたことから、一定の事業効果が表れている。

　組合員数の減少や、コロナ禍による業績不振

に陥っている越前三国温泉協同組合および三国

温泉内湯組合を存続するための支援はできない

か。

　坂井市温泉事業条例に基づいた基本料金およ

び使用料金を徴収しているが、運営状況を鑑み

ながら支援の方法について検討していきたい。

　三国港市場リフレッシュ工事の進捗状況は。

　１階の荷捌き場、競り場については11月６

日のカニ漁の解禁に合わせて全面使用開始予定

で、令和４年２月25日完成に向けて順調に進

んでいる。

▲ 移転計画されている丸岡観光情報センターの試掘調査の様子

産 業 建 設 常 任 委 員 会 報 告
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議案番号 件　　　　　名

★９月定例会に提出された議案と議決結果 

定 例 会 審 議 結 果
○…賛成　×…反対　□…棄権　△…欠席　-…原則採決に参加できない

議席 111 2 3 4 5 6 7 8 9 10 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26

議
決
結
果

山
田

　秀
樹

三
宅
小
百
合

近
藤

　哲
行

後
藤

　寿
和

川
端

　精
治

渡
辺

　竜
彦

前
川

　
　徹

南
川

　直
人

上
坂

　健
司

戸
板

　
　進

吉
川

　貞
明

古
屋

　信
二

田
中

　哲
治

佐
藤

　寛
治

松
本

　
　朗

東
野

　栄
治

伊
藤

　聖
一

辻

　
　人
志

川
畑

　孝
治

前
田
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彦

橋
本

　充
雄

永
井

　純
一

畑
野
麻
美
子

山
田

　
　栄

広
瀬

　潤
一
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田
中
千
賀
子
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専決処分の承認を求めることについて（令和３年
度坂井市病院事業会計補正予算（第２号））

坂井市の議会の議員及び長の選挙における選挙
運動の公費負担に関する条例の制定について

坂井市個人情報保護条例等の一部を改正する
条例について

地方財政の充実・強化を求める意見書の提出
について

地方財政の充実・強化を求める意見書採択に
ついて

コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税
財源の充実を求める意見書の提出について

坂井市議会の議員の定数を定める条例の一部を
改正する条例について

承認第６号

諮問第３号

請願第２号

陳情第２号

発議第５号

発議第６号

発議第７号

議案第38号

議案第39号

議案第40号

議案第41号

令和３年度　一般会計９月補正予算概要

補正額  9億100万円（補正後の額  416億2,780万円）

◆多文化共生事業 290万円
　令和３年12月設立予定の（仮称）坂井市国際交
流センターについて、設立および運営に係る経費
に対する補助金の交付に係る増額。

◆企画事務事業 490万円
　住民サービスの向上とポストコロナに向けたデ
ジタル化を図るため、庁内のICT化の推進と窓口
業務のキャッシュレス化の環境整備に係る費用の
増額。

◆予防接種事業 1億4,864万円
　新型コロナウイルス感染症に係るワクチンの接
種について、10月以降の接種体制を確保するため
に係る費用の増額。

◆企業立地促進事業 8,718万円
　工業の振興と雇用機会の拡大を図ることを目的
に、市内で一定規模の工場等を新増設した企業お
よび新たな雇用を創出した企業に対する助成金の
交付に係る増額。

◆商工事務事業 8,000万円
　長引く新型コロナウイルス感染症の影響により、
売上が大きく減少した市内の中小企業者等の事業
継続に対する補助金の交付に係る増額。

◆心身障害者福祉施設整備事業 1,541万円
　障害者総合支援法に基づく地域に密着した心身
障害者福祉サービス提供のため、市内の事業者が
行う施設整備費用の一部の助成に係る増額。

主 な事業

人権擁護委員候補者の推薦について

令和３年度坂井市一般会計補正予算（第４号）

令和３年度坂井市一般会計補正予算（第５号）

議員定数削減をしないよう求める請願

市議会だより市議会だより
坂井坂井

9 定例会審議結果・補正予算概要



　こ
の
計
画
は
、
政
策
決
定
に
あ
た
り

ど
の
よ
う
に
考
慮
さ
れ
る
の
か
。

　施
設
の
更
新
・
再
編
な
ど
に
あ
た
り
、

計
画
に
お
け
る
実
施
時
期
、
方
向
性
、

実
施
方
針
を
踏
ま
え
な
が
ら
検
討
を
進

め
る
が
、
最
終
的
に
は
社
会
情
勢
を
踏

ま
え
て
総
合
的
に
判
断
す
る
。

　丸
岡
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

は
、
丸
岡
城
周
辺
整
備
計
画
に
基
づ
き
、

令
和
８
年
以
降
に
改
築
方
針
と
な
っ
て

い
る
が
、
条
件
が
満
た
さ
れ
な
い
中
で

前
倒
し
に
な
っ
た
理
由
は
。

　昭
和
53
年
建
築
の
建
物
で
あ
り
、
耐

震
性
も
無
く
老
朽
化
が
目
立
ち
不
具
合

も
出
て
き
て
い
る
。

　ま
た
、
北
陸
新
幹
線
敦
賀
延
伸
開
業

に
合
わ
せ
、
市
内
経
済
の
活
性
化
と
活

気
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
観
光

資
源
の
活
用
を
進
め
る
一
環
と
し
て
整

備
を
す
る
こ
と
と
し
た
。

　ま
だ
使
え
る
施
設
よ
り
、
周
辺
地
域

の
都
市
排
水
の
整
備
や
お
天
守
の
耐
震

化
を
進
め
、
地
域
の
安
心
・
安
全
を
担

保
す
る
こ
と
が
優
先
で
は
な
い
の
か
。

　丸
岡
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー
は
多
く
の

市
民
や
観
光
客
が
訪
れ
る
施
設
の
た

め
、
整
備
を
先
行
す
べ
き
と
判
断
し
た
。

な
お
、
丸
岡
城
天
守
に
つ
い
て
は
今
後

耐
震
工
事
、
防
犯
防
災
対
策
に
取
り
組

み
、
丸
岡
市
街
地
の
都
市
排
水
路
に
つ

い
て
は
概
ね
整
備
済
み
で
あ
る
。

　こ
れ
ま
で
施
設
整
備
は
議
会
と
十
分

な
議
論
を
し
て
進
め
て
き
た
が
、
公
共

施
設
個
別
施
設
計
画
の
変
更
に
つ
い

て
、
議
会
へ
の
説
明
が
な
い
ま
ま
事
業

を
推
進
す
る
こ
と
に
問
題
な
い
と
の
認

識
か
。

　議
会
へ
の
説
明
不
足
が
あ
っ
た
と
認

識
し
て
い
る
。

伊藤　聖一

辻　　人志

　Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
は
学
び
を
個
別
最
適
化

し
、
創
造
性
を
生
む
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　個
別
の
通
信
環
境
や
児
童
生
徒
の
意

欲
や
能
力
な
ど
に
よ
っ
て
学
び
に
格
差

が
生
じ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
対
応

策
は
。

　子
ど
も
た
ち
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を

活
用
し
て
意
欲
的
に
授
業
に
取
り
組

み
、
レ
ポ
ー
ト
提
出
や
写
真
撮
影
な
ど

の
基
本
的
操
作
に
つ
い
て
は
ど
の
学
年

で
も
し
っ
か
り
身
に
着
け
て
い
る
。

　タ
ブ
レ
ッ
ト
操
作
が
苦
手
な
児
童
・

生
徒
に
は
、
教
員
が
個
別
に
対
応
し
な

が
ら
学
習
を
進
め
て
い
る
。

　ま
た
、
児
童
・
生
徒
間
で
の
格
差
や

学
校
間
で
の
取
り
組
み
内
容
に
差
が
出

な
い
よ
う
に
、
各
学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育

担
当
者
で
連
絡
協
議
会
を
開
催
し
、
情

報
共
有
を
図
り
な
が
ら
、
そ
れ
を
基
に

各
学
校
で
授
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　一
方
的
に
デ
ジ
タ
ル
に
頼
ら
な
い
、

の
め
り
込
ま
な
い
と
い
う
観
点
か
ら
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
を
行
い
な
が
ら
、※
デ
ジ

タ
ル
デ
ト
ッ
ク
ス
の
啓
発
も
行
う
べ

き
。

　一
人
一
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
学
習

が
始
ま
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
今
後
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
時
間
が
増
え
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　そ
れ
に
よ
る
視
力
の
低
下
や
生
活
習

慣
の
乱
れ
な
ど
を
防
ぐ
た
め
、
学
習
以

外
の
利
用
の
制
限
や
利
用
内
容
に
つ
い

て
ル
ー
ル
作
り
が
必
要
だ
と
考
え
る
。

一
般
質
問

豊
か
な
学
び
の
保
障
に
つ
な
が
る

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
を

公
共
施
設
個
別
施
設
計
画
は

ど
の
程
度
重
要
な
の
か

▲ タブレット端末を利用した授業

▲ 城のお天守（丸岡城）

※デジタルデトックス…スマートフォンやパソコンといったデジタル機器の使用を自発的に控えること
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　コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
空
き
状

況
の
確
認
、
予
約
、
料
金
決
済
を
オ
ン

ラ
イ
ン
化
し
、
窓
口
へ
行
か
な
く
て
も

手
続
き
で
き
る
よ
う
に
し
て
は
。

　施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
の
導
入
は
、
利

用
者
の
利
便
性
の
向
上
、
施
設
管
理
業

務
の
軽
減
、
感
染
症
予
防
な
ど
が
図
ら

れ
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を

利
用
し
た
手
続
き
は
非
常
に
有
効
な
手

段
で
あ
る
と
考
え
る
。

　一
方
で
、
利
用
者
の
年
齢
が
幅
広
く
、

窓
口
で
の
予
約
受
け
付
け
も
継
続
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
た
め
、
課
題
を
整
理

し
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

　ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
苦
手
な
人
も
全

く
心
配
無
用
、「
坂
井
市
は
誰
ひ
と
り

置
き
去
り
に
し
な
い
」
と
い
う
意
気
込

み
で
、
誰
も
が
扱
え
る
デ
ジ
タ
ル
化
を

推
進
し
て
い
く
べ
き
で
は
。

　デ
ジ
タ
ル
技
術
の
進
歩
は
素
晴
ら
し

い
も
の
が
あ
る
と
思
う
が
、
費
用
対
効

果
も
含
め
な
が
ら
、
や
り
方
を
選
択
す

る
必
要
性
も
あ
る
の
で
は
と
考
え
る
。

　今
後
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
っ
た

サ
ー
ビ
ス
が
誰
で
も
い
つ
で
も
使
え
る

こ
と
は
必
要
と
考
え
て
お
り
、
デ
ジ
タ

ル
格
差
が
生
じ
な
い
よ
う
運
営
し
た

い
。

　後
遺
症
専
門
外
来
や
、
専
門
相
談
窓

口
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　後
遺
症
に
は
、
医
学
的
問
題
の
み
な

ら
ず
、
社
会
的
、
経
済
的
な
問
題
も
想

定
さ
れ
る
た
め
、
多
種
多
様
な
相
談
に

丁
寧
に
対
応
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
認

識
し
て
い
る
。

　包
括
的
相
談
支
援
体
制
の
中
で
、
複

合
的
な
課
題
に
も
対
応
可
能
と
考
え

る
。

公
共
施
設
の
予
約
を
オ
ン
ラ
イ
ン
化

コ
ロ
ナ
感
染
症
の
後
遺
症
対
応
は

戸板　　進

山田　秀樹

　市
内
で
、
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
、

警
戒
区
域
は
何
カ
所
あ
る
の
か
。

　特
別
警
戒
区
域
は
丸
岡
地
区
１
１
４

カ
所
と
三
国
地
区
65
カ
所
、
警
戒
区
域

は
丸
岡
地
区
１
３
０
カ
所
と
三
国
地
区

93
カ
所
の
計
４
０
２
カ
所
あ
る
。

　指
定
さ
れ
て
い
る
区
域
の
人
は
、
全

戸
配
布
さ
れ
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
確

認
す
る
だ
け
な
の
か
。

　指
定
に
あ
た
り
、
県
は
、
対
象
区
域

と
な
る
周
辺
地
域
の
人
に
、
土
砂
災
害

の
前
兆
現
象
が
起
き
た
場
合
の
避
難
行

動
な
ど
も
含
め
、
説
明
を
し
て
い
る
。

　指
定
区
域
で
は
、
地
盤
の
変
化
な
ど
、

セ
ン
サ
ー
で
常
時
監
視
し
て
い
る
の

か
。　現

在
、
セ
ン
サ
ー
の
設
置
は
し
て
い

な
い
が
、
災
害
時
に
お
け
る
活
用
も
今

後
検
討
す
る
。

　熱
海
市
の
土
砂
災
害
で
問
題
に
な
っ

て
い
る
公
共
工
事
、
民
間
工
事
で
の
残

土
処
理
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
指
導

し
て
い
る
の
か
。

　福
井
県
リ
サ
イ
ク
ル
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

の
規
定
に
基
づ
き
、
工
事
間
の
流
用
を

原
則
と
し
て
い
る
。

　民
間
の
残
土
処
分
に
つ
い
て
は
規
定

が
な
い
。

　令
和
２
年
実
施
の
国
勢
調
査
速
報
値

は
総
合
戦
略
に
ど
う
生
か
さ
れ
る
の

か
。　今

後
、
段
階
的
に
公
表
さ
れ
る
数
値

を
分
析
し
な
が
ら
全
庁
的
に
検
証
し
て

い
き
た
い
。

▲ 土砂災害危険箇所パトロールの様子

▲ 坂井市スポーツ協会の予約システムとオンライン決済

土
砂
災
害
に
つ
い
て
の

市
の
取
り
組
み
は

坂
井
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の

今
後
の
方
向
性
は

■問■答■問■答

■問■答

■問■答■問■答■問■答■問■答

■問■答

11 一般質問

市議会だより市議会だより
坂井坂井

［ 一般質問は、市ホームページから動画で視聴することができます。 http://www.city.fukui-sakai.lg.jp/gikai/hoso/ ］



　本
市
に
ポ
イ
捨
て
、
ペ
ッ
ト
の
ふ
ん

放
置
な
ど
に
関
す
る
条
例
や
罰
則
は
な

い
の
か
。

　空
き
缶
な
ど
の
散
乱
防
止
、
飼
い
犬

の
ふ
ん
放
置
防
止
な
ど
を
規
定
し
た
条

例
は
あ
る
が
、
罰
則
規
定
は
な
い
。

　罰
則
規
定
を
設
け
る
こ
と
に
よ
っ
て

秩
序
が
守
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

　広
く
罰
則
規
定
を
設
け
る
と
、
普
段

ル
ー
ル
を
守
っ
て
い
る
人
も
不
意
に
対

象
と
な
る
お
そ
れ
も
あ
る
た
め
、
慎
重

に
検
討
し
た
い
。

　他
県
で
は
反
則
金
を
設
け
て
い
る
事

例
も
あ
る
が
、
検
討
は
で
き
な
い
か
。

　ま
ず
は
市
民
の
モ
ラ
ル
に
訴
え
か
け

る
周
知
を
徹
底
し
て
い
き
、
罰
則
に
つ

い
て
は
今
一
度
検
討
を
し
た
い
。

　子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
幅
広
く

利
用
し
て
も
ら
う
た
め
に
ド
ッ
グ
ラ

ン
、
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
場
、
ボ
ル
ダ
リ

ン
グ
場
な
ど
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

　事
故
や
け
が
を
防
止
す
る
た
め
の

ハ
ー
ド
整
備
、
事
故
に
備
え
た
管
理
体

制
な
ど
課
題
も
多
い
た
め
、
慎
重
な
判

断
を
要
す
る
。

　ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
と
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ

が
で
き
る
場
所
に
つ
い
て
、
公
園
以
外

で
考
え
ら
れ
な
い
か
。

　ボ
ー
ト
レ
ー
ス
三
国
の
駐
車
場
に
お

い
て
、
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
場
を
含
む
公

園
整
備
計
画
が
検
討
さ
れ
て
い
る
と
聞

い
て
い
る
。

近藤　哲行

今
あ
る
公
園
の
有
効
活
用
を

川畑　孝治

　市
内
に
お
け
る
状
況
は
。

　河
川
敷
や
山
間
部
周
辺
お
よ
び
道
路

沿
い
な
ど
、
発
見
が
困
難
な
場
所
や
夜

間
に
不
法
投
棄
の
事
案
が
あ
り
、
発
見

時
に
は
職
員
が
現
場
に
向
か
い
、
場
合

に
よ
り
警
察
に
連
絡
を
行
い
対
応
し
て

い
る
。

　悪
質
な
不
法
投
棄
に
は
法
律
で
大
き

な
罰
則
金
が
設
け
ら
れ
て
い
る
が
、
市

民
な
ど
へ
広
報
す
べ
き
で
は
。

　個
人
の
場
合
１
千
万
円
、
法
人
で
は

３
億
円
以
下
と
な
っ
て
お
り
、
広
報
紙
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
周
知
し
て
厳
格

に
対
処
し
た
い
。

　住
宅
用
火
災
警
報
器
の
本
体
・
電
池

の
寿
命
は
概
ね
10
年
と
言
わ
れ
て
い
る

が
、
取
り
換
え
な
ど
対
策
が
必
要
で
は
。

　嶺
北
消
防
組
合
で
火
災
予
防
条
例
に

基
づ
き
、
設
置
の
指
導
や
設
置
義
務
の

周
知
を
行
っ
て
い
る
。

　令
和
３
年
３
月
か
ら
法
定
雇
用
率
が

２
・
６
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
が
、
本

市
は
守
ら
れ
て
い
る
の
か
。

　法
定
障
が
い
者
数
は
28
人
で
、
不
足

数
は
３
・
５
人
と
な
っ
て
い
る
。

　年
度
途
中
で
の
採
用
は
。

　年
度
途
中
で
も
会
計
年
度
任
用
職
員

と
し
て
採
用
し
て
い
る
。

　会
計
年
度
任
用
職
員
か
ら
正
職
員
に

な
る
可
能
性
は
。

　試
験
を
受
け
る
こ
と
で
、
正
職
員
と

し
て
勤
務
し
て
い
る
と
い
う
事
例
が
あ

る
。

▲ 住宅用火災警報器の確認箇所

▲ スケートボード場（ふくい健康の森）

ポ
イ
捨
て
な
ど
が
な
い

ま
ち
づ
く
り
の
条
例
を

不
法
投
棄
の
現
状
と
対
策
は

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
維
持
管
理
は

本
市
の
障
が
い
者
雇
用
は
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　コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
ル
ー
ト
再

編
、
円
滑
な
接
続
を
ど
う
す
る
の
か
。

　コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
接
続
ル
ー
ト

に
替
え
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
を
導
入

す
る
。

　ま
た
、
基
幹
ル
ー
ト
を
直
接
的
な

ル
ー
ト
に
変
更
し
、
増
便
す
る
こ
と
で

利
便
性
を
高
め
な
が
ら
、
利
用
増
を
目

指
し
て
い
き
た
い
。

　オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
の
モ
デ
ル
地
区

に
お
け
る
現
状
と
課
題
、
今
後
の
方
向

性
を
ど
う
考
え
る
か
。

　利
用
者
か
ら
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
よ
り
停
留
所
が
近
く
、
通
院
し
や
す

く
な
っ
た
。

　特
に
丸
岡
町
磯
部
地
区
で
は
、
接
続

ル
ー
ト
の
２
・
３
倍
の
利
用
が
あ
り
、

運
行
に
手
応
え
を
感
じ
て
お
り
、
市
全

域
で
の
導
入
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　企
業
誘
致
の
現
状
と
課
題
は
。

　本
市
で
は
地
域
社
会
発
展
の
た
め
、

積
極
的
に
企
業
誘
致
活
動
を
展
開
し
て

い
る
。

　課
題
と
し
て
は
、
求
人
・
求
職
の
ミ

ス
マ
ッ
チ
や
用
地
の
確
保
、
近
年
の
雪

害
へ
の
対
応
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　今
後
の
方
向
性
を
ど
う
考
え
る
か
。

　企
業
立
地
奨
励
金
制
度
や
融
資
制
度

の
強
化
お
よ
び
拡
充
、
ま
た
Ｕ
Ｉ
タ
ー

ン
に
よ
る
人
材
確
保
を
図
り
、
県
や
関

係
機
関
と
連
携
し
、
成
長
産
業
、
Ｉ
Ｔ

産
業
、
官
民
の
研
究
機
関
の
誘
致
を
積

極
的
に
進
め
て
い
き
た
い
。

後藤　寿和

東野　栄治

　濃
厚
接
触
者
が
２
週
間
自
宅
待
機
し

て
い
る
間
の
疑
問
や
相
談
ご
と
、
ま
た

緊
急
性
の
あ
る
事
案
に
対
し
て
は
、
専

門
知
識
を
有
し
て
い
る
保
健
師
の
協
力

で
、
相
談
の
電
話
窓
口
や
Ａ
Ｉ
を
活
用

し
た
ヘ
ル
プ
セ
ン
タ
ー
の
設
置
は
で
き

な
い
の
か
。

　本
市
で
は
濃
厚
接
触
者
に
限
っ
た
窓

口
は
設
け
て
い
な
い
が
、
既
存
の
健
康

相
談
や
こ
こ
ろ
の
相
談
会
に
お
い
て
電

話
対
応
も
行
っ
て
い
る
。

　ま
た
、
複
合
的
な
問
題
に
つ
い
て
は

包
括
的
相
談
支
援
体
制
の
中
で
幅
広
く

対
応
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

　ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
パ
ー
ク
を
含
む
、

ス
ト
リ
ー
ト
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
を

し
て
は
ど
う
か
。

　ボ
ー
ト
レ
ー
ス
三
国
に
お
い
て
、
駐

車
場
に
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
場
を
含
む
公

園
整
備
計
画
が
検
討
さ
れ
て
い
る
と
聞

い
て
い
る
。

　三
国
運
動
公
園
の
公
園
部
分
や
雑
木

林
を
整
備
す
る
計
画
は
あ
る
の
か
。

　令
和
２
年
度
よ
り
防
災
防
犯
の
観
点

か
ら
計
画
的
な
伐
採
を
進
め
て
お
り
、

開
放
的
で
明
る
い
空
間
と
な
る
よ
う
努

め
て
い
る
。

　ま
た
、
公
園
部
分
や
雑
木
林
の
場
所

を
、
ほ
か
の
用
途
に
再
整
備
す
る
計
画

は
今
の
と
こ
ろ
な
い
。

「
ス
ト
リ
ー
ト
ス
ポ
ー
ツ
の
ま
ち

 

坂
井
市
」
に
向
け
て

本
市
の
地
域
公
共
交
通
計
画
の
目
標
は

本
市
の
企
業
誘
致
の
在
り
方
は

▲ スケートパークを備える公共スポーツ施設
　（徳島県鳴門市 UZU PARK）

▲ 上空から見たテクノポート福井

コ
ロ
ナ
濃
厚
接
触
者
の
相
談
は
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　通
学
路
で
安
全
措
置
が
遅
れ
て
い
る

対
策
は
ど
う
す
る
の
か
。

　早
急
な
対
応
が
困
難
な
箇
所
に
つ
い

て
は
、
学
校
に
お
い
て
子
ど
も
に
対
す

る
個
別
指
導
や
通
学
路
を
変
更
す
る
指

導
を
行
い
、
安
全
を
確
保
し
て
い
る
。

　マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
各
家
庭
へ

の
普
及
は
。

　洪
水
な
ど
進
行
型
災
害
に
有
効
で
あ

り
、
防
災
士
の
会
と
も
連
携
し
な
が
ら

普
及
・
啓
発
に
努
め
る
。

　介
護
や
障
が
い
に
よ
り
支
援
を
要
す

る
人
に
対
す
る
個
別
の
避
難
計
画
は
。

　有
識
者
を
加
え
た
連
絡
会
を
設
置

し
、
実
効
性
の
高
い
避
難
行
動
要
支
援

者
の
個
別
避
難
計
画
の
作
成
と
普
及
を

目
指
し
て
い
く
。

　河
川
氾
濫
可
能
性
の
あ
る
町
内
に
想

定
浸
水
深
を
示
す
標
示
版
の
設
置
は
。

　浸
水
想
定
深
が
イ
メ
ー
ジ
さ

れ
、
危
機
管
理
に
有
効
で
あ
る

た
め
、
地
域
で
の
設
置
を
促
す

こ
と
も
検
討
す
る
。

　大
雪
に
対
し
て
地
域
ぐ
る
み

で
助
け
合
う
仕
組
み
を
ど
う
形

成
す
る
の
か
。

　除
雪
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
と
合

わ
せ
て
地
域
住
民
と
の

話
し
合
い
な
ど
に
よ
り
、
補
助
金
制
度

を
見
直
す
な
ど
効
果
的
な
除
雪
体
制
を

検
討
す
る
。

　今
後
の
食
品
ロ
ス
対
策
の
具
体
的
な

推
進
体
制
・
具
体
策
は
。

　削
減
対
策
と
し
て
、
燃
や
せ
る
ご
み

の
組
成
調
査
・
実
態
調
査
を
行
う
と
と

も
に
、
県
の
フ
ー
ド
ロ
ス
マ
イ
ス
タ
ー

の
人
材
活
用
を
検
討
す
る
。

上坂　健司

渡辺　竜彦

　直
近
３
回
の
一
斉
改
選
時
の
委
員
委

嘱
状
況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

か
。　３

年
に
一
度
12
月
に
行
わ
れ
、
平
成

25
年
は
定
数
１
８
４
名
に
対
し
１
８
４

名
、
平
成
28
年
は
１
８
４
名
に
対
し
１

８
２
名
、
令
和
元
年
は
１
８
７
名
に
対

し
１
８
５
名
と
な
っ
て
い
る
。

　民
生
委
員
児
童
委
員
の
成
り
手
不
足

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
捉
え
、
認
識

し
て
い
る
の
か
。

　成
り
手
不
足
に
つ
い
て
は
、
深
刻
な

課
題
の
一
つ
で
あ
る
と
捉
え
、
要
因
と

し
て
は
、
定
年
延
長
に
よ
る
高
齢
者
雇

用
の
増
加
が
委
員
に
推
薦
で
き
る
人
材

減
少
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
考
え
る
。

　民
生
委
員
児
童
委
員
が
、
活
動
し
や

す
く
す
る
た
め
の
支
援
体
制
を
ど
の
よ

う
に
行
っ
て
い
く
の
か
。

　一
斉
改
選
前
に
は
、
地
区
の
人
口
、

世
帯
数
、
地
理
的
要
件
な
ど
に
偏
り
が

な
い
か
確
認
を
行
い
、
今
年
度
開
始
し

た
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
に
お
い

て
は
、
包
括
的
な
支
援
体
制
の
中
で
対

応
す
る
こ
と
に
よ
り
、
委
員
の
負
担
を

軽
減
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

　災
害
時
要
援
護
者
の
安
否
確
認
を
市

内
統
一
の
形
で
行
え
な
い
か
。

　関
係
部
局
お
よ
び
社
会
福
祉
協
議
会

と
も
協
議
し
な
が
ら
、
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
る
。

本
市
の
民
生
委
員
児
童
委
員
の

現
状
と
課
題
は

▲ 見守り活動を行う民生委員児童委員の様子

▲ 洪水関連標識設置イメージ
　（国土交通省ホームページ）

市
民
の
安
全
・
安
心
対
策
を

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
か
ら
考
え
る

食
品
ロ
ス
削
減
を
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▲ 雨水がグラウンドから市道に流れ出している様子
　（磯部小学校グラウンド南側市道）

　学
校
施
設
に
お
け
る
雨
水
排
水
状
況

を
ど
の
よ
う
に
把
握
し
て
い
る
の
か
。

　大
雨
な
ど
の
際
に
は
、
教
頭
を
中
心

に
敷
地
内
の
見
回
り
な
ど
を
行
っ
て
い

る
が
、
敷
地
周
辺
の
排
水
機
能
な
ど
に

つ
い
て
は
把
握
し
き
れ
て
い
な
い
た

め
、
今
後
は
学
校
と
も
協
力
し
て
状
況

把
握
に
努
め
た
い
。

　雨
水
排
水
計
画
が
不
十
分
な
学
校
施

設
は
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。

　小
中
学
校
敷
地
か
ら
の
雨
水
排
水
の

接
続
状
況
に
つ
い
て
は
調
査
し
た
い
と

考
え
て
お
り
、
排
水
計
画
が
不
十
分
な

施
設
に
つ
い
て
は
、
関
係
部
局
や
地
域

の
人
た
ち
の
協
力
を
得
な
が
ら
環
境
改

善
に
努
め
た
い
。

　児
童
・
生
徒
の
家
庭
で
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
環
境
の
調
査
状
況
は
。

　途
中
経
過
だ
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

環
境
が
な
い
と
答
え
て
い
る
家
庭
は
２

〜
３
％
で
あ
る
。

　オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
の
た
め
、
家
庭
に

貸
し
出
し
が
可
能
な
通
信
機
器
の
数

は
。

　緊
急
時
の
連
携
協
定
を
締
結
し
て
い

る
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
で
モ
バ
イ
ル
ル
ー

タ
ー
１
０
０
台
が
レ
ン
タ
ル
可
能
で
あ

る
。　タ

ブ
レ
ッ
ト
の
使
用
許
可
・
使
用
契

約
に
対
し
て
の
考
え
は
。

　他
自
治
体
と
同
様
に
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
使
用
に
対
す
る
誓
約
書
を
提
出
し

て
も
ら
う
よ
う
な
こ
と
を
想
定
し
て
い

る
。

佐藤　寛治

前田　嘉彦

　小
学
校
教
育
の
接
続
期
に
お
け
る
５

歳
児
教
育
の
現
状
は
。

　幼
児
教
育
が
義
務
教
育
の
土
台
と
な

る
健
康
な
心
と
体
、
自
立
心
、
協
調
性

な
ど
を
養
い
、
小
学
校
入
学
に
向
け
自

己
を
発
揮
し
な
が
ら
学
び
に
向
か
う
力

を
つ
け
て
い
け
る
よ
う
幼
児
教
育
に
努

め
て
い
る
。

　幼
児
期
の
学
び
の
特
性
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

　子
ど
も
た
ち
は
遊
び
の
中
で
、
発
見
、

気
づ
き
、
疑
問
、
考
察
力
、
試
す
力
が

つ
な
が
っ
て
経
験
を
積
み
上
げ
て
い
く

こ
と
で
学
び
、
成
長
し
て
い
く
と
考
え

て
い
る
。

　一
人
一
人
の
成
長
を
支
え
る
対
応
策

は
。　子

ど
も
の
育
っ
て
き
た
環
境
の
変
化

に
よ
る
基
本
的
な
生
活
習
慣
の
欠
如
や

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
低
下
が

課
題
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
幼
保
小
連
携
を
強
化
し
、
一
貫
性
を

持
っ
た
取
り
組
み
を
進
め
る
。

　保
・
幼
・
小
が
連
携
し
た
学
び
や
生

活
の
基
盤
づ
く
り
は
。

　幼
児
教
育
か
ら
小
学
校
教
育
へ
円
滑

な
接
続
を
図
る
た
め
、
５
歳
児
担
当
保

育
士
と
小
学
校
１
年
生
担
任
教
諭
が
意

見
交
換
や
情
報
連
携
な
ど
を
行
い
ス

タ
ー
ト
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
作
成
、
実
践

し
て
い
る
。

　文
部
科
学
省
は
令
和
４
年
度
か
ら

※

小
１
プ
ロ
ブ
レ
ム
に
対
す
る
教
育
モ

デ
ル
事
業
を
ス
タ
ー
ト
す
る
と
し
て
い

る
が
、
こ
れ
を
取
り
入
れ
る
考
え
は
。

　非
常
に
大
事
な
こ
と
で
あ
り
関
係
部

局
で
協
議
し
て
い
き
た
い
。

学
校
施
設
な
ど
の
排
水
対
策
は

５
歳
児
の
幼
児
教
育
は

小
中
学
校
に
お
け
る

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
活
用
は

▲ 春江北幼保園５歳児と大石小学校との交流会の様子

※小１プロブレム…小学校に入学したばかりの１学年の児童が学校生活に適応できないために起こす問題行動
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▲ 保健室（三国中学校）

　ホ
ー
ル
や
体
育
館
な
ど
に
エ
ア
コ
ン 

や
ク
ー
ラ
ー
な
ど
の
設
置
を
。

　ホ
ー
ル
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
に
つ
い

て
は
、
令
和
４
年
夏
ま
で
に
計
画
的
に

進
め
て
い
く
。

　

　学
校
の
体
育
館
に
は
、
小
型
の
冷
風

機
や
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
な
ど
で
対
応

で
き
な
い
か
検
討
し
て
い
く
。

　子
ど
も
た
ち
の
身
近
な
と
こ
ろ
に
ス

ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
の
練
習
場
の
整
備
を
。

　坂
井
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
に
、
市
民
か

ら
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
を
し
た
い
と
の
相

談
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
体
育
施
設
内

で
安
全
な
練
習
場
所
を
提
供
す
る
よ
う 

指
示
を
し
て
い
る
。

　小
中
学
校
の
女
子
ト
イ
レ
に
生
理
用

品
の
整
備
を
。

　現
在
、
整
備
す
る
予
定
は
な
い
が
、

す
べ
て
の
学
校
に
お
い
て
、
児
童
生
徒

が
い
つ
で
も
使
用
で
き
る
よ
う
に
保
健

室
に
生
理
用
品
を
常
備
し
て
い
る
。

　地
産
地
消
を
意
識
し
た
学
校
給
食
に

よ
る
、
フ
ー
ド
マ
イ
レ
ー
ジ
の
削
減
、

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減
へ
の
取
り

組
み
を
。

　地
道
に
取
り
組
ん
で
き
た
経
緯
が
あ

り
、
今
後
も
引
き
続
き
地
産
地
消
を
意

識
し
た
学
校
給
食
の
提
供
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

畑野麻美子

三宅小百合

　保
健
室
の
役
割
は
増
え
て
い
な
い

か
。　感

染
予
防
の
取
り
組
み
や
理
解
な

ど
、
感
染
症
対
策
の
体
制
づ
く
り
の
た

め
業
務
は
増
え
て
い
る
。

　養
護
教
諭
の
複
数
配
置
、
ま
た
は
保

健
室
支
援
員
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
保
健
室
へ
来

る
児
童
生
徒
は
特
段
増
え
て
い
な
い
の

で
、
保
健
室
支
援
員
は
考
え
て
い
な
い
。

　新
た
な
生
活
様
式
に
対
応
し
た
保
健

室
備
品
・
設
備
は
整
っ
て
い
る
か
。

　パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ
ー
タ
ー
、
仕
切
り
、

ソ
フ
ァ
ー
ベ
ッ
ド
、
布
団
、
洗
濯
機
や

乾
燥
機
な
ど
を
配
備
し
て
お
り
、
今
後

も
必
要
に
応
じ
て
配
備
し
て
い
く
。

　保
存
継
承
す
る
新
た
な
施
策
は
。

　今
あ
る
記
録
を
整
理
し
な
が
ら
映
像

の
記
録
を
作
成
し
、
龍
翔
館
で
活
用
し

な
が
ら
市
内
外
に
発
信
し
て
い
く
。

　無
形
民
俗
文
化
財
の
調
査
結
果
は
。

　文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画
を
作
成

す
る
に
あ
た
り
調
査
し
た
結
果
、
地
域

に
あ
る
文
化
財
が
１
千
件
以
上
あ
り
、

無
形
民
俗
文
化
財
は
３
０
０
件
以
上

あ
っ
た
。

　三
国
節
の
さ
ら
な
る
魅
力
発
信
を
。

　み
く
に
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が

令
和
の
三
国
節
歌
詞
募
集
を
行
い
、
７

０
０
点
を
超
え
る
応
募
が
あ
っ
た
。

　ま
た
、
寄
附
市
民
参
画
事
業
と
し
て

「
三
国
節
の
れ
ん
事
業
」
が
始
ま
っ
て

い
る
。

　現
在
作
成
中
の
地
域
計
画
の
な
か
で

三
国
節
に
つ
い
て
も
取
り
上
げ
、
他
の

文
化
財
と
つ
な
げ
る
こ
と
で
魅
力
発
信

の
後
押
し
を
し
て
い
き
た
い
。

学
童
保
育
の
熱
中
症
対
策
を

生
理
用
品
が
当
た
り
前
に
あ
る
社
会
に

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
の
練
習
場
を

「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」の

取
り
組
み
を

コ
ロ
ナ
禍
の
保
健
室
運
営
は

伝
統
芸
能
の
継
承
と
魅
力
発
信
を

▲ 女子トイレに生理用品が常時整備されている
　 福井市内の小学校
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　長
期
化
す
る
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、

事
業
者
と
市
民
生
活
へ
の
影
響
を
ど
う

分
析
し
、
今
後
の
見
通
し
を
考
え
、
市
が

実
施
可
能
な
支
援
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　コ
ロ
ナ
禍
は
地
域
経
済
に
大
き
な
影

響
を
与
え
て
い
る
。

　特
に
、
観
光
客
の
大
幅
な
減
少
や
長

期
に
わ
た
る
外
出
自
粛
に
よ
っ
て
、
飲

食
・
宿
泊
事
業
者
や
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー

な
ど
の
交
通
事
業
者
が
受
け
た
影
響
は

非
常
に
大
き
い
と
認
識
し
て
い
る
。

　市
は
こ
れ
ま
で
幅
広
い
業
種
の
事
業

者
に
支
援
を
行
っ
て
き
た
。

　ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
事
業
活
動
に

関
す
る
実
態
調
査
を
８
月
31
日
か
ら
９

月
９
日
ま
で
の
期
間
、
市
内
事
業
者
１
，

７
１
７
社
を
対
象
に
実
施
し
、
８
１
１

社
か
ら
回
答
を
得
た
。

　こ
の
調
査
結
果
を
踏
ま
え
、

事
業
者
支
援
策
を
検
討
し
て
い

る
。　令

和
３
年
度
は
小
中
学
校
の

給
食
費
の
補
助
を
実
施
し
た
が
、

今
後
の
見
通
し
と
、
完
全
無
償
化
に
つ

い
て
の
考
え
を
伺
う
。

　完
全
無
償
化
に
つ
い
て
は
、
年
間
４

億
円
の
財
源
が
必
要
で
困
難
だ
が
、
半

額
の
軽
減
策
は
令
和
４
年
度
も
実
施
す

る
方
向
で
検
討
す
る
。

　本
市
の
現
在
の
取
り
組
み
は
。

　小
学
６
年
生
と
高
校
１
年
生
全
員
に

個
別
の
案
内
通
知
を
行
っ
て
お
り
、
接

種
の
機
会
が
失
わ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ

う
情
報
提
供
に
努
め
て
い
る
。

松本　　朗

永井　純一

　新
幹
線
開
業
で
並
行
在
来
線
が
第
３

セ
ク
タ
ー
方
式
で
発
足
す
る
。

　県
の
経
営
計
画
案
で
は
、
鉄
道
の
利

用
促
進
策
と
し
て
、
駅
を
中
心
と
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
位
置
付
け
、
駅
や
周
辺

整
備
へ
の
支
援
を
す
る
と
し
て
い
る
。

　春
江
駅
改
築
の
段
取
り
と
魅
力
あ
る

春
江
駅
に
す
る
展
望
は
。

　Ｊ
Ｒ
春
江
駅
周
辺
整
備
基
本
計
画
の

実
現
に
向
け
て
、
市
の
各
部
局
が
連
携

し
な
が
ら
、
並
行
在
来
線
準
備
会
社
と

の
協
議
を
進
め
る
。

　春
江
駅
の
東
側
か
ら
改
札
で
き
る
橋

上
化
を
検
討
す
べ
き
で
は
。

　現
在
の
地
下
連
絡
通
路
に
て
一
定
の

利
便
性
が
確
保
で
き
て
お
り
、
駅
の
利

用
者
数
に
見
合
わ
な
い
大
き
な
事
業
費

が
見
込
ま
れ
る
た
め
必
要
性
は
低
い
。

　駅
の
改
築
に
あ
た
っ
て
は
、
各
種
団

体
か
ら
意
見
を
集
約
し
な
が
ら
進
め
た

い
。　厚

生
労
働
省
は
、
医
療
構
想
の
具
体

化
と
し
て
公
的
病
院
再
編
統
合
リ
ス
ト

を
発
表
し
て
い
る
。

　三
国
病
院
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
こ

の
方
針
は
大
変
問
題
が
あ
る
と
考
え
る

が
本
市
の
姿
勢
は
。

　今
般
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の

対
応
で
は
、
公
的
病
院
が
中
心
的
な
役

割
を
果
た
し
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
る

と
、
病
床
が
削
減
さ
れ
た
場
合
、
災
害

級
の
事
態
が
発
生
し
た
際
に
、
医
療
体

制
を
迅
速
に
確
立
で
き
る
か
、
大
変
危

惧
し
て
い
る
。

並
行
在
来
線
第
３
セ
ク
タ
ー
化
と

春
江
駅
利
用
促
進
は

公
的
病
院
統
廃
合
と
三
国
病
院

▲ 整備が期待される春江駅東側

コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
切
る
た
め
に

給
食
費
の
完
全
無
償
化
を

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
推
奨
を▲ 子宮頸がんワクチンの啓発リーフレット

　（厚生労働省ホームページ）

■問■答■問

■答■問■答

■問■答■問■答■問

■答
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田中　哲治

　ス
マ
ー
ト
農
業
の
現
状
は
。

　令
和
３
年
度
よ
り
寄
附
市
民
参
画
事

業
を
活
用
し
、
自
動
操
舵
シ
ス
テ
ム
な

ど
、
ス
マ
ー
ト
機
械
の
支
援
を
行
っ
て

お
り
、
８
月
末
時
点
で
13
件
の
申
請
が

あ
る
。

　新
規
就
農
者
の
園
芸
振
興
の
現
状
と

課
題
は
。

　ハ
ー
ド
事
業
は
、
平
成
25
年
以
降
、

三
里
浜
砂
丘
地
で
11
名
、
北
部
丘
陵
地

で
は
７
名
が
新
規
就
農
し
て
い
る
。

　課
題
は
、
新
規
就
農
者
の
相
談
や
指

導
を
行
う
就
農
者
（
里
親
）
が
不
足
し

て
い
る
こ
と
だ
が
、
令
和
５
年
度
に
は

新
規
就
農
後
６
年
を
超
え
、
里
親
と
な

れ
る
こ
と
か
ら
解
消
さ
れ
る
見
込
み
で

あ
る
。

　歩
道
整
備
が
で
き
な
い
通
学
路
の
対

策
は
。

　毎
年
、
各
学
校
の
通
学
路
の
危
険
個

所
を
点
検
し
、
地
形
や
用
地
の
関
係
か

ら
歩
道
整
備
が
で
き
な
い
通
学
路
は
、

通
学
路
を
変
更
す
る
な
ど
安
全
第
一
を

考
え
て
い
く
。

　パ
イ
プ
ラ
イ
ン
整
備
に
よ
り
不
要
と

な
る
用
水
路
上
部
を
歩
道
と
し
て
有
効

活
用
し
て
は
。

　施
設
管
理
の
、
所
在
の
明
確
化
を
は

じ
め
、
地
域
の
実
情
や
事
故
な
ど
の
責

任
問
題
、
さ
ら
に
は
安
全
・
安
心
な
ど

の
担
保
な
ど
の
課
題
が
あ
る
。

　既
存
用
水
路
の
施
設
管
理
者
や
道
路

管
理
者
、
ま
た
関
係
地
区
と
十
分
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
。

　ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
坂
井

が
設
立
さ
れ
て
３
年
が
経
過
す
る
が
、

こ
れ
ま
で
に
取
り
組
ん
だ
事
業
は
。

　三
国
高
校
や
福
井
工
業
大
学
と
の
連

携
事
業
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
キ
ッ
チ
ン
く

ら
ら
ぼ
ん
を
活
用
し
た
地
域
特
産
物
の

伝
承
や
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
強
化

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　都
市
計
画
の
観
点
か
ら
設
立
さ
れ
た

ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
坂
井

に
、
坂
井
市
文
化
財
保
存
活
用
地
域
計

画
策
定
を
委
託
し
た
経
緯
は
。

　公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
お
い
て
、

地
域
密
着
型
で
具
体
的
な
取
り
組
み
の

提
案
が
な
さ
れ
た
こ
と
や
未
指
定
の
調

査
継
続
の
必
要
性
な
ど
、
理
念
を
持
っ

て
業
務
に
取
り
組
む
姿
勢
が
高
く
評
価

さ
れ
た
。

　一
般
社
団
法
人
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

さ
ら
な
る
事
業
展
開
を
推
進
す
る
に

は
、
収
益
事
業
を
増
や
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
が
。

　こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
に
加
え
、
民

間
企
業
と
の
連
携
や
業
務
委
託
を
継
続

的
に
受
託
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

考
え
る
。

　ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
坂
井

の
設
立
目
的
は
、
坂
井
市
内
全
域
の
課

題
解
決
で
あ
る
が
、
こ
れ
か
ら
ど
の
よ

う
に
事
業
展
開
し
て
い
く
の
か
。

　三
国
地
区
で
取
り
組
ん
で
い
る
事
業

実
績
や
、
坂
井
市
文
化
財
保
存
活
用
地

域
計
画
策
定
で
得
た
歴
史
的
地
域
資
源

を
生
か
し
、
今
後
、
市
内
全
域
で
の
活

動
が
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い
き
た

い
。

川端　精治

ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー

坂
井
の
さ
ら
な
る
事
業
展
開
を

本
市
の
農
業
行
政
は

通
学
路
の
安
全
確
保
の
環
境
を

▲ JR丸岡駅・長田踏切付近

▲ アーバンデザインセンター坂井

■問■答■問■答■問■答

■問■答

■問■答■問■答■問■答

■問■答

18一般質問［ 一般質問は、市ホームページから動画で視聴することができます。 http://www.city.fukui-sakai.lg.jp/gikai/hoso/ ］

発行部数約3万部、市内全世帯に配布される議会広報紙の表紙写真
を募集します。発行月は、５月、８月、11月、２月です。季節感
あふれる、あなたが撮影した奇跡の１枚をお待ちしています。
　
応募資格　市内在住、または在勤・在学している人
応募期間　希望掲載月の前月第１月曜日まで
応募要件　・市内で撮影したもの（概ね１年以内で未発表のもの）
　　　　　・写真は、縦長で撮影された３MB以上の画像データ
　　　　　　（JPG、JPEG形式等）
注意事項　・応募者以外に被写体となっている人の承諾を必ず得て

ください。
承諾を得ていなかった場合のクレーム・トラブルなど
については、一切の責任を負いかねます。なお、個人
の所有物に関しても、同様とします。
・応募された写真は、無償で市議会が使用することに承諾したものとし
ます。また、サイズ調整等のため加工を行うことがあります。
・選考は市議会広報編集委員会で行います。なお、審査内容については
お答えできません。

応募方法　①撮影者の氏名（掲載時に使用、ペンネーム可）、②住所、③電話
番号、④掲載希望月、⑤撮影年月、⑥撮影場所、⑦写真の説明を
記入し、写真データを添付して、メールで下記アドレスまで送付
してください。

問い合わせ　議会事務局　T E L：0776-50-3001　
　　　　　　　　　　　MAIL：gikai.fukui.sakai@gmail.com

　い
つ
の
間
に
か
め
っ
き
り
日
が

短
く
な
り
、
今
年
も
残
り
２
か
月

を
切
り
ま
し
た
。

　今
年
の
出
来
事
は
、
何
と
言
っ

て
も
熱
い
東
京
五
輪
。
自
国
開
催
、

１
年
延
期
、
コ
ロ
ナ
禍
、
い
ろ
い

ろ
な
重
圧
の
中
で
も
、
選
手
は
最

高
の
戦
い
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

テ
レ
ビ
の
前
で
手
に
汗
を
握
り
、

何
度
も
何
度
も
胸
が
高
ま
り
、
値

千
金
の
日
々
で
し
た
。
競
技
に
関

す
る
知
識
も
増
え
、
一
つ
の
レ
ガ

シ
ー
（
遺
産
）
と
な
り
ま
し
た
。

　さ
て
、
こ
の
た
び
議
会
で
は
、

賛
否
両
論
が
あ
る
中
で
現
行
２
６

の
議
員
定
数
を
２
削
減
し
、
２
４

に
改
め
る
条
例
改
正
案
を
賛
成
多

数
で
可
決
、
来
年
４
月
の
改
選
時

か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

　議
会
の
機
能
を
低
下
さ
せ
る
こ

と
な
く
一
人
一
人
が
資
質
向
上
に

取
り
組
む
こ
と
が
肝
要
で
あ
り
ま

す
。

「
す
べ
て
を

　市
民
の
た
め
に
。」

（
上
坂
）

編 
集 
後 

記

スマートフォンでこ
のバーコードを読み
込むと、宛先が入っ
た状態でメールアプ
リが起動します。

今 号 の 表 紙
あなたの写真で、坂井市の魅力を伝えてみませんか？

議会広報の表紙写真を大募集！

たくさんのご応募、
ありがとうございました。

Check!

★12月定例会会期日程（予定）

11月26日（金） 10時～ 本会議（行政報告・議案説明など）  
12月 ６ 日（月） 10時～ 本会議（代表質問）  
　　 ７ 日（火）・ ８ 日（水）10時～ 本会議（一般質問）  
　　10日（金） 10時～ 産業建設常任委員会  
　　13日（月） 10時～ 教育民生常任委員会  
　　14日（火） 10時～ 総務常任委員会  
　　20日（月） 10時～ 本会議（委員長報告・採決など）  

※ 日程は、変更になる場合がありますので、あらかじめご了承願います。 

議会を傍聴してみませんか

今号の表紙は撮鳥ジジイさんの
撮影作品です。
撮影場所
坂井町
大関地区の水田

撮影者のコメント
毎年、冬になると、
ふるさとの水田に帰ってきて、友達との再会を
喜んでいるようです。
　「早く新型コロナウイルス感染が終結すると
いいね。」と言っているのかも。

市議会だより市議会だより
坂井坂井

19 表紙募集・今号の表紙・12月定例会会期日程のお知らせ
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